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２

令和５年 第１回臨時会（５月10日）
　５月10日に選挙後初の議会となる令和５年第１回臨時会が開かれました。
　議長選挙では、議員15人の投票の結果、玉岡議員が９票、鐙議員が１票とな
り玉岡議員が議長に就任しました。(無効投票５票)
　副議長選挙では、大宮議員が９票、下議員が５票、鐙議員が１票となり大宮
議員が副議長に就任しました。
　また、坂口市長から専決処分の承認に係る議案１件、その他の議案２件が提
出され、提出された議案はいずれも原案のとおり承認、可決または同意となり
ました。

━議長に玉岡議員、副議長に大宮議員━

　このたび、議員各位の御推挙により、第15代議長に就任することになりました。
　改めて責任の重さを痛感しますとともに、大変身の引き締まる思いでございます。
　世の中が少しずつ本来の姿に戻りつつある一方で、昨今の物価高騰により市民の皆様の家計や
地域経済は依然として薄く曇ったような不安に覆われており、その対策は喫緊の課題です。
　市議会は市民の皆様の代弁者として、本市を取り巻く諸課題に対し執行部と議論を重ねつつ、
市政の発展と住民福祉の向上に全力を尽くしてまいる所存でございます。
　今後とも市民の皆様方におかれましては、輪島市議会に対しなお一層の御理解を賜りますよう
心からお願い申し上げます。

　このたび、議員各位の御支持を賜り、第15代副議長に就任することになりました。
　これまでの経験を生かし、議長を支え、公正で円滑な議会運営に努めてまいります。
　私ども市議会は二元代表制の一翼として、行政に対する監視機能をしっかりと果たすことはも
とより、市民の皆様の｢声｣を市政に反映できるよう全力を尽くしてまいる所存でございます。
　輪島市議会に対しまして、市民の皆様方の御支援と御協力を賜りますよう、心からお願いを申
し上げます。

輪島市議会議長 玉岡　了英

輪島市議会副議長 大宮　　正

玉岡議長（左）と大宮副議長
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令和５年度補正予算額

一般会計
特別会計
企業会計
合　　計

197億6,900万0千円
84億1,070万0千円
93億7,540万0千円
375億5,510万0千円

補正後の予算額

1億4,700万0千円
0千円
0千円

1億4,700万0千円

今回補正額

196億2,200万0千円
84億1,070万0千円
93億7,540万0千円
374億 810万0千円

補正前の予算額

専決処分の承認（１件）

議案第52号 専決処分の承認を求めることについて(令和５年度輪島市一般会計補正予算(第１号))

人事関係（１件）

議案第54号 監査委員の選任につき同意を求めることについて

その他（１件）

議案第53号 財産の処分について

議　案　一　覧

議案番号 議決
結果

輪

政

会

新
会
派
至
誠

新

政

会

日
本
共
産
党

玉
岡　
了
英 

大
宮　
　
正 

森　
　
正
樹 

一
二
三
秀
仁 

西　
　
　
恵 

森　
　
裕
一

東
野　
秀
人

古
坂　
祐
介

大
井　
智
道

坂
本　
賢
治

上
平　
公
一

門
前　
　
徹

椿
原　
正
洋

下　
　
善
裕

鐙　
　
史
朗

議案第53号 原案可決 ― 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

●賛否が分かれた議案 ※○が賛成、×が反対　欠は欠席　議長(玉岡　了英)は採決に加わりません。　

会派名 人
数 代表者 所属議員 議会運営

(6)

常任委員会

予算決算
(15)

総務文教
(7)

産業厚生
(8)

議会報編集
(7)

日本共産党 1 鐙　　史朗 鐙 　　史朗

(全議員)
◎森(正)

  ○  西　　　

鐙 鐙

新　政　会 ２ 椿原　正洋 下　　善裕　椿原　正洋 椿　原 椿　原 下 下

新会派至誠 3 坂本　賢治  門前 　　徹   上平　公一
  坂本　賢治 坂　本 坂　本

上　平 門　前 門　前

輪　政　会 9 玉岡　了英

大井　智道　古坂　祐介　
東野　秀人 森　　裕一　
西　　　恵　一二三秀仁　
森　　正樹　大宮　　正　

 玉岡　了英

　古　坂
　東　野
 ◎   西
 ○森(正)

大　井
◎東 　野
  ○   西
一二三

◎古 　坂
○森(裕)
森(正)
大　宮
玉　岡

大　井
○古 　坂
東　野

◎森(裕)

輪島市議会　会派・委員会組織
◎印委員長、○印副委員長
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令和５年 第１回定例会（３月７日～23日）

　３月７日から23日にかけて令和５年第１回定例会が開催され、坂口市長か
ら専決処分の承認に係るもの１件、予算案20件、条例案24件、その他６件が、
議会からは議会議案１件が提出され、提出された議案はいずれも原案のとお
り承認、可決または同意となりました。
　本定例会が任期最後の議会となることから、森裕一議長がこの４年間を振
り返るとともに、今任期をもって御勇退を表明された漆谷 豊和議員、鐙 邦夫
議員の長年にわたる議員活動に感謝を申し上げ閉会となりました。

一 般 会 計

特 別 会 計

企 業 会 計

合 　 　 計

2.9%

1.6%

1.6%

1.5%

△

△

△

対前年度比

202億 863万2千円

85億4,799万7千円

92億2,558万2千円

379億8,221万1千円

令和４年度（６月補正後）令和５年度

196億2,200万0千円

84億1,070万0千円

93億7,540万0千円

374億 810万0千円

任期満了前最後の定例会　議員一同、市長、副市長、教育長、退職者、議会事務局職員で撮影

当初予算額 ※令和４年度当初予算は市長選挙のため骨格予算であったことから６月補正後と比較

━令和５年度当初予算が成立━
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代表質問 令和５年第１回定例会

他
の
質
問
項
目

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

出
産
子
育
て
応
援
給
付
金
申
請
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
高
齢
者
み
ま
も

り
サ
ー
ビ
ス
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

た
手
続
等
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
実
証
実

験
等
を
実
施
し
、
令
和
５
年
度
よ
り

順
次
事
業
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
後
は
、
専
門
的
・
民
間
的
知
見

に
基
づ
い
た
外
部
の
デ
ジ
タ
ル
人
材

を
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
と
し
て
任
用
し
先

進
的
な
助
言
を
取
り
入
れ
る
ほ
か
、

小
児
予
防
接
種
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、

市
役
所
に
来
庁
せ
ず
と
も
手
続
等
が

可
能
と
な
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
な

ど
、
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
行
政

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
国
の
出
産
・
子
育
て
応
援
交

付
金
の
創
設
に
伴
う
、
本
市
の
妊
娠

届
出
時
か
ら
出
産
・
子
育
て
に
お
け

る
支
援
策
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
給

付
金
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
４

月
の
段
階
で
は
出
産
時
の
各
健
康
保

険
か
ら
の
出
産
育
児
一
時
金
42
万
円

と
、
本
市
独
自
の
輪
島
市
子
育
て
応

援
・
誕
生
お
祝
い
商
品
券
10
万
円
の

合
わ
せ
て
52
万
円
相
当
で
あ
っ
た
も

の
が
、
国
の
出
産
・
子
育
て
応
援
交

付
金
の
創
設
と
本
市
の
妊
婦
応
援
金

事
業
を
整
理
し
、
本
年
４
月
か
ら
は

70
万
円
相
当
の
給
付
と
な
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
来
年
度
に
お
け
る
新
た
な
取
組
と

い
た
し
ま
し
て
、
双
子
等
の
多
胎
妊

娠
の
健
診
費
用
の
助
成
や
、
支
援
が

必
要
な
妊
産
婦
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た

め
の
相
談
支
援
、
居
場
所
づ
く
り
、

ま
た
、
現
在
活
用
し
て
い
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
機
能
充
実
を
予

定
い
た
し
て
お
り
、
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
　
慢
性
的
な
看
護
師
や
助
産
師

の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
卒
業
後

は
輪
島
病
院
に
就
職
し
、
一
定
の
年

数
を
勤
務
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て

大
学
等
の
養
成
施
設
に
在
籍
す
る
者

に
対
し
、
毎
月
５
万
円
の
貸
与
を
行

う
こ
と
と
し
て
、
平
成
20
年
に
輪
島

市
医
療
従
事
者
修
学
資
金
貸
与
条
例

を
制
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
に
は
毎
月
10
万

円
の
貸
与
を
行
う
薬
剤
師
を
そ
の
対

象
に
加
え
、
今
回
、
毎
月
８
万
円
の

貸
与
を
行
う
臨
床
検
査
技
師
や
診
療

放
射
線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
を
加

え
る
こ
と
に
よ
り
、
早
い
段
階
か
ら

必
要
と
な
る
専
門
職
の
確
保
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
追
加
す
る
職
種
へ
の
修
学

資
金
貸
与
制
度
を
既
に
実
施
し
て
い

る
自
治
体
は
県
内
で
は
１
か
所
の
み

で
あ
り
、
今
回
輪
島
病
院
で
は
こ
の

自
治
体
よ
り
も
高
い
貸
与
額
を
設
定

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

・
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

・
災
害
対
応
に
つ
い
て

・
移
住
定
住
促
進
策
に
つ
い
て

・
門
前
高
等
学
校
生
徒
受
入
支
援
に

　
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

・
観
光
誘
客
に
つ
い
て

・
輪
島
塗
支
援
に
つ
い
て

・
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２

　
３
に
つ
い
て

・
禅
と
海
　
里
づ
く
り
・
交
流
促
進

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

・
鵠
巣
公
民
館
の
移
転
に
つ
い
て

・
文
化
会
館
の
利
活
用
に
つ
い
て

市
長

漆
谷
　
豊
和 
議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

市
長 出

産
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

市
長

漆
谷

漆
谷

漆
谷 第

４
次
輪
島
病
院
改
革
プ

ラ
ン(

改
訂
版)

に
お
け
る

主
要
な
改
正
に
つ
い
て



6本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

一般質問 令和５年第１回定例会

移
住
定
住
促
進
に
つ
い
て

　
　
国
が
補
助
す
る
要
保
護
者
分
の

就
学
援
助
の
う
ち
、
制
服
や
通
学
用

の
靴
な
ど
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費(

中
学
校
分)

が
３
千
円
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
準
要
保
護
者

へ
の
就
学
援
助
の
引
き
上
げ
は
考
え

て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
の
中
学

生
の
新
入
学
学
用
品
費
の
予
算
単
価

案
は
、
今
年
度
と
比
較
し
て
３
千
円

増
の
６
万
３
千
円
と
な
る
旨
の
通
知

が
昨
年
12
月
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
で
も
同
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　
小
学
校
一
・
二
・
三
年
生
の
無

償
化
が
残
り
ま
し
た
。
完
全
無
償
化

の
た
め
に
、
あ
と
い
く
ら
必
要
で
す

か
。
ま
た
完
全
無
償
化
は
い
つ
か
ら

に
な
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
完
全
無
償
化
の
た
め

に
は
、
残
る
小
学
校
一
年
生
か
ら
三

年
生
ま
で
の
分
、
約
１
千
９
百
万
円

の
財
源
確
保
が
必
要
で
す
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、
財
源
確
保
に

努
め
、
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
門
前
町
大
釜
の
産
業
廃
棄
物
最
終

　
処
分
場
の
建
設
と
行
政
の
あ
り
方

　
に
つ
い
て

・
集
会
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
耐

　
震
化
に
つ
い
て

・
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い
て

・
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

教
育
部
長

教
育
部
長

他
の
質
問
項
目

他
の
質
問
項
目

教
育
費
負
担
の
軽
減
に

つ
い
て

学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て

鐙
　 

邦 

夫 

議
員

日
本
共
産
党

会
派 

日
本
共
産
党

下 

　 

善 
裕 
議
員

無

所

属

会
派 

勇
気

下

鐙

鐙

　
　
漁
業
や
林
業
の
担
い
手
不
足
が

深
刻
と
な
っ
て
い
る
が
、
移
住
定
住

と
関
連
し
た
取
組
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
や
漁
業
協

同
組
合
等
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
各
種
講
習
会
へ
の
参
加

の
呼
び
掛
け
を
行
う
な
ど
、
後
継
者

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
担
い
手
と
な
る
漁
業
や
林

業
に
興
味
の
あ
る
移
住
者
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
、
従
事
者
の
確
保
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
森
林
の
管
理
不
足
に
よ
る
倒
木

な
ど
の
森
林
災
害
の
予
防
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
て

い
な
い
人
工
林
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
や
電
線
な
ど
の
重
要

イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺
で
の
森
林
に
お

い
て
、
施
設
に
対
し
倒
木
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
立
木
を
事
前
に
伐
採
し
、

停
電
や
通
行
止
め
に
よ
る
孤
立
集
落

等
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

森
林
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
国
土
保

全
及
び
自
然
災
害
の
未
然
防
止
対
策

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

・
防
災
士
育
成
に
よ
る
地
域
の
安
全

　
確
保
に
つ
い
て

　

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

下

森
林
環
境
整
備
に
つ
い
て
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氾
濫
を
誘
発
す
る
可
能
性
の

あ
る
河
川
内
の
倒
木
を
早
急
に
撤
去

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
29
か
所
に
お
い
て
倒

木
に
よ
る
流
水
阻
害
の
状
況
を
確
認

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
早
急
に
処
理

を
行
い
、
大
雨
や
洪
水
へ
の
対
応
を

図
り
、
住
民
の
安
心
安
全
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
通
行
に
支
障
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
、
景
観
も
悪
化
さ
せ
て
い
る
道

路
脇
の
倒
木
の
残
骸
も
撤
去
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
本
来
、
木
の
所
有
者

が
処
理
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

通
行
に
支
障
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の
に
限
り
、
本
市
で
直
ち
に
撤
去

し
、
通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う

対
応
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
森
林
の
倒
木
な
ど
の
今
後
の

対
応
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
災
害
復
旧
事
業
に
該

当
し
な
い
場
合
に
は
、
倒
木
の
除
去

等
と
い
っ
た
森
林
の
復
旧
は
難
し
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
森
林
整
備
を
目
的
と

し
た
「
森
林
経
営
管
理
事
業
」
な
ど

間
伐
等
の
森
林
施
業
と
併
せ
て
、
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・(

補
正
予
算)

現
年
発
生
土
木
施
設

　
単
独
災
害
復
旧
事
業
費
に
つ
い
て

　

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

大
雪
に
よ
る
倒
木
に
つ
い
て

生
活
関
連
支
援
予
算
に
つ
い
て

輪
島
塗
に
つ
い
て

障
が
い
者
や
高
齢
者
世
帯

の
見
守
り
に
つ
い
て

古
坂
　
祐
介 
議
員

無

所

属

会
派 

わ
じ
ま
無
会
派
の
会

建
設
部
技
監

建
設
部
技
監

産
業
部
参
事

他
の
質
問
項
目

　
　
　
急
激
な
物
価
高
や
電
気
料
金

高
騰
に
対
し
、
市
独
自
支
援
策
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰
対

策
と
し
て
、
国
の
支
援
策
に
市
独
自

の
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
政
府
の

追
加
物
価
高
騰
対
策
の
動
向
や
財
源

確
保
が
課
題
で
あ
り
、
国
に
対
し
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
今
後
の
海
外
へ
向
け
て
、
積

極
的
な
取
り
組
み
策
を
伺
い
ま
す
。

椿
原

椿
原

　
　
　
　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け

た
観
光
誘
客
と
し
て
、
輪
島
の
食
と

輪
島
塗
を
組
み
合
わ
せ
た
「
美
食
と

器
」
に
よ
る
誘
客
を
進
め
、
漆
器
業

界
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
海

外
富
裕
層
に
向
け
て
の
販
路
拡
大
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
高
齢
化
等
に
よ
り
、
民
生
委

員
の
担
い
手
が
全
国
的
に
不
足
し
て

い
る
と
お
聞
き
し
ま
す
が
、
本
市
の

状
況
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
障
が
い
者
や
高
齢

者
世
帯
の
見
守
り
体
制
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
本
市
で
は
年
齢

を
問
わ
ず
地
区
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、

協
力
し
て
活
動
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

・
育
英
資
金
に
つ
い
て

・
移
住
定
住
に
関
す
る
取
組
に
つ
い

　
て

他
の
質
問
項
目

企
画
振
興
部
長

健
康
福
祉
部
長

椿
原

産
業
部
長

椿
原
　
正
洋 

議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

古
坂

古
坂

古
坂
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宿
舎
に
入
寮
す
る
生
徒
の
負

担
は
い
く
ら
か
、
ま
た
、
同
宿
舎
の

年
間
の
運
営
管
理
費
を
い
く
ら
と
見

込
ん
で
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
生
徒
の
負
担
は
、
月
額
３

万
３
千
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
宿
舎
の
運
営
管
理
費
に
は

約
４
千
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
　
学
習
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
事

業
展
開
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

ま
た
、
高
校
生
だ
け
で
は
な
く
、
中

学
生
も
対
象
に
し
て
は
ど
う
か
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
全
体

の
教
育
全
体
の
魅
力
化
を
図
る
上
で
、

高
校
生
だ
け
で
な
く
中
学
生
、
さ
ら

に
は
小
学
生
と
い
っ
た
早
い
段
階
か

ら
将
来
の
目
標
設
定
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
や
様
々
な
学
び
の
提
供
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
輪
島
市
学
習
セ
ン
タ
ー
は
開
設
後
、

間
も
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま

ず
は
高
校
生
を
対
象
に
生
徒
た
ち
が

抱
く
進
学
や
就
職
の
希
望
を
叶
え
ら

れ
る
学
び
の
場
と
し
て
確
立
さ
せ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
冬
期
間
に
お
い
て
倒
木
等
に

よ
る
通
行
止
め
や
停
電
が
発
生
し
て

い
る
が
、
危
険
を
及
ぼ
す
影
響
の
あ

る
立
木
に
つ
い
て
は
事
前
に
伐
採
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
行
政
当
局
と
電
力
会
社
及

び
所
有
者
の
間
で
協
定
を
締
結
し
、

協
定
が
締
結
で
き
た
も
の
か
ら
事
前

に
立
木
の
伐
採
を
行
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

副
市
長

副
市
長

高
校
魅
力
化
推
進
室
長

重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺

森
林
整
備
事
業
に
つ
い
て

門
前
高
校
生
徒
用
宿
舎
に

つ
い
て

高
校
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
に

つ
い
て

坂
本

坂
本

坂
本

坂
本
　
賢
治 
議
員

無

所

属

会
派 

市
政
会

●
議
会
日
誌
●

●
議
会
日
誌
●

●
議
会
日
誌
●

・
議
会
報
編
集
委
員
会

・
能
登
五
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

・
全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
幹
事
会

・
全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協
議
会
定
期
総
会

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
理
事
会
・
総
会

・
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

・
全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
総
会

・
市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会

・
石
川
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

・
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理
組
合
議
会
定
例
会

・
地
方
行
政
委
員
会

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
議
会
議
員
協
議
会

・
石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

・
石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組
合
議
会

・
石
川
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
組
合
議
会

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

・
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

・
輪
島
市
穴
水
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
定
例
会

・
本
会
議
・
全
員
協
議
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
本
会
議
・
議
会
報
編
集
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会

・
総
務
文
教
委
員
会
・
産
業
厚
生
委
員
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
・
本
会
議

・
友
好
都
市
石
狩
市
訪
問
団
来
輪(

25
日
ま
で)

・
の
と
鉄
道
運
営
助
成
基
金
事
務
組
合
議
会
定
例
会

《
１
月
》

《
２
月
》

《
３
月
》

10
日

12
日

18
日

１
日

２
日

６
日

９
日

10
日

14
日

15
日

20
日

21
日

24
日

27
日

２
日

７
日

８
日

14
日

15
日

16
日

20
日

23
日

24
日

27
日

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。
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議　案　一　覧

予算（20件）

議案第４号
議案第５号
議案第６号
議案第７号
議案第８号
議案第９号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第40号
議案第41号
議案第42号
議案第43号
議案第44号
議案第45号
議案第46号
議案第47号
議案第48号
議案第49号

令和５年度輪島市一般会計予算 
令和５年度輪島市土地取得事業特別会計予算 
令和５年度輪島市臨海土地造成事業特別会計予算
令和５年度輪島市国民健康保険特別会計(事業勘定)予算
令和５年度輪島市国民健康保険特別会計(直営診療施設勘定)予算
令和５年度輪島市後期高齢者医療特別会計予算
令和５年度輪島市介護保険特別会計予算
令和５年度輪島市水道事業会計予算
令和５年度輪島市下水道事業会計予算
令和５年度輪島市病院事業会計予算
令和４年度輪島市一般会計補正予算(第９号)
令和４年度輪島市土地取得事業特別会計補正予算(第１号)
令和４年度輪島市臨海土地造成事業特別会計補正予算(第１号) 
令和４年度輪島市国民健康保険特別会計(事業勘定)補正予算(第２号)
令和４年度輪島市国民健康保険特別会計(直営診療施設勘定)補正予算(第２号) 
令和４年度輪島市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)
令和４年度輪島市介護保険特別会計補正予算(第１号)
令和４年度輪島市水道事業会計補正予算(第２号) 
令和４年度輪島市下水道事業会計補正予算(第１号)
令和４年度輪島市病院事業会計補正予算(第２号)

専決処分の承認（１件）

議案第３号 専決処分の承認を求めることについて(令和４年度輪島市一般会計補正予算(第８号))

条例（24件）

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

輪島市門前高等学校生徒宿舎条例の制定について

輪島市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

輪島市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について

輪島市門前ふるさと集いの館条例の一部改正について

遠距離により通学困難な門前高等学校の生徒が入居する宿舎を公の施設として設置すること
に伴い、その名称、位置及び管理について必要な事項を定めるもの

議案第19号

議案第20号

議案第21号

輪島市学校等整備基金条例の一部改正について

輪島市公民館条例の一部改正について

輪島市国民健康保険条例の一部改正について

新たな寄附金を原資とした積立てに対応するもの

施設の老朽化に伴い、輪島市立鵠巣公民館を移転するもの

健康保険法施行令等の一部改正に伴い、出産育児一時金の支給額を引き上げるもの

輪島市議会の個人情報の保護に関する条例の制定に伴い、情報公開・個人情報保護審査会が
市議会議長の諮問に応じることについて、所要の規定を整備するもの

最高情報統括責任者補佐官(CIO補佐官)を特別職非常勤職員として任用するに当たり、その報
酬及び費用弁償の額を定めるもの

令和４年の一般職の常勤職員の給与改定を踏まえ、会計年度任用職員 (非常勤職員) について
も給与改定を行うもの

ふるさと集いの館「そば禅」を門前高等学校生徒宿舎に入居する生徒の食堂として市が直接
管理できるよう関係規定を整備するもの

※次ページに続く
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議案第22号

議案第23号

議案第24号

輪島市国民健康保険税条例の一部改正について

輪島市印鑑条例の一部改正について

輪島市保育所条例の一部改正について

石川県へ納付する国民健康保険事業費納付金の費用に充てるため保険税率を見直すほか、国
民健康保険法施行令の一部改正に伴い、後期高齢者支援金分の課税限度額を引き上げるもの

議案第25号 輪島市子ども・子育て会議条例及び輪島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の利用者負担等に関する条例の一部改正について
こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行による子ども・子
育て支援法の一部改正に伴い、条項のずれを改めるもの

議案第26号 輪島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
国の「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」の一部改正に伴い、児童の安全確保及
びバス送迎の安全管理に関する規定を追加するとともに、懲戒権に関する規定を削除するもの

議案第27号 輪島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正について
国の「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設
等の運営に関する基準」の一部改正に伴い、懲戒権に関する規定を削除するもの

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

輪島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

輪島市交流サロン条例の一部改正について

輪島市工房長屋条例の一部改正について

輪島市市営住宅条例の一部改正について

国の「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」の一部改正に伴い、児童
の安全確保及びバス送迎の安全管理に関する規定を追加するもの

議案第32号

議案第33号

議案第34号

輪島市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について

輪島市医療従事者修学資金貸与条例の一部改正について

輪島市水道給水条例の一部改正について

市立輪島病院及び診療所で支払われる現金の収納に関する事務を企業出納員に行わせる
ため、関係規定を整備するもの

議案第35号

議案第36号

議案第37号

輪島市高齢者生きがいづくり輪島深見センター条例の廃止について

輪島市門前林業センター条例の廃止について

輪島市門前小規模ケア付老人住宅ふれあいの家条例の廃止について

利用者数の減少に伴い、高齢者生きがいづくり輪島深見センターを廃止するもの

利用者数の減少に伴い、門前林業センターを廃止するもの

施設の必要性の低下及び老朽化に伴い、門前小規模ケア付老人住宅ふれあいの家を廃止するもの

市立輪島病院における医療従事者の確保を推進し、医療機関としての機能維持及び向上を図る
ため、修学資金の対象職種に臨床検査技師、診療放射線技師及び臨床工学技士を追加するもの

手数料の見直しを図るとともに、私有管の分岐等において土地所有者等の承諾を不要とするもの

「鳳至上町交流サロン(いろは蔵)」を廃止して事業者等による利活用が可能な施設にする
とともに、「鳳至上町第2交流サロン」の名称を「交流サロン千舟蔵」に変更するもの

中心市街地の活性化並びに輪島塗の普及及び振興の更なる推進を目指し、その拠点施設の一つである
「輪島市工房長屋」の名称及び用途を見直すとともに、管理規定の整備及び利用料金の適正化を図るもの

耐用年限が経過したことに伴い、道下住宅を廃止するもの

電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の一部改正に伴い、印
鑑登録証明書についてスマートフォンを利用してコンビニ交付を受けることを可能とするもの

児童数の減少に伴い、輪島市立鵠巣保育所を閉所するもの

その他（４件）

議案第１号

議案第２号

議案第38号

議案第39号

証明書等の交付に係る事務の委託の廃止について

奥能登広域圏事務組合規約の変更について

財産の無償譲渡について

財産の取得の変更について

令和５年３月31日をもって奥能登２市２町間における住民票の写し等の交付に係る事務の委
託を終了するもの

証明書交付キオスク端末の導入に伴い、奥能登広域圏事務組合における共同処理事務及び
分賦割合を変更するもの

道の駅輪島及び茅葺庵三井の里に設置されている電気自動車用急速充電器を、株式会社
e-Mobility Powerに無償で譲渡するもの

令和４年11月３日に議決を経た門前高等学校生徒用宿舎の取得予定金額等を変更するもの



11

議場をバリアフリー改修しました。
本会議の日程は輪島市議会のホームページ、
Facebookで御確認ください。

市議会を傍聴してみませんか。

議案番号 議決
結果

自
民
わ

市

政

会

日
本
共
産
党

勇

気

市
民
派
一
馬
力

わ

無
会
派

会
玉
岡　
了
英 

椿
原　
正
洋 

大
宮　
　
正 

漆
谷　
豊
和 

森　
　
正
樹 

一
二
三
秀
仁 

西　
　
　
恵 

森　
　
裕
一

東
野　
秀
人

坂
本　
賢
治

上
平　
公
一

鐙　
　
邦
夫

下　
　
善
裕

門
前　
　
徹

古
坂　
祐
介

議案第４号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第７号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第15号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第16号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第22号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第23号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第40号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和４年請願第３号 不採択 × × × × × × × ― × × × ○ × ○ ×

●賛否が分かれた議案及び請願 ※○が賛成、×が反対　議長(森　裕一)は採決に加わりません。

人事関係（２件）

議案第50号

議案第51号

監査委員選任につき同意を求めることについて

農業委員会委員任命につき同意を求めることについて
飛岡　穰 氏の選任に同意

小田原　寛 氏の任命に同意

議会議案（１件）

議会議案第１号 輪島市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について
地方自治法の一部改正により、 議会の議員に係る請負に関する規制の明確化及び緩
和がなされたことに鑑み、議員の職務執行の公正、適正を損なうこととならないよう、
議員個人による請負の状況の透明性を確保するもの

請願（１件）

令和４年請願第３号　インフルエンザ予防接種費用の助成に関する請願書
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議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

森
　
　
裕
一

古
坂
　
祐
介

下
　
　
善
裕

東
野
　
秀
人

門
前
　
　
徹

鐙
　
　
史
朗

大
井
　
智
道

　
今
春
の
市
議
会
議
員
選
挙
を
経

て
、
議
会
報
編
集
委
員
会
も
新
た

な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
メ
ン
バ
ー
の
新
た
な
感
覚
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
幅
広
い
年
齢
の
皆

様
に
気
軽
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、
委

員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
様
と

市
議
会
を
つ
な
ぐ
大
切
な
お
便
り
で

す
。
何
か
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。 編

集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

輪島市議会議員15人をご紹介輪島市議会議員15人をご紹介

日
本
共
産
党
　
鳳
至
町
鳳
至
丁(

52
歳)

鐙
　
史
朗

あ
ぶ
み

し
ろ
う

無
所
属
　
　
　
　
　
熊
野
町(

67
歳)

上
平
　
公
一

う
え
ひ
ら

こ
う
い
ち

自
由
民
主
党
　
　
　
名
舟
町(

72
歳)

大
宮
　
正

お
お
み
や

た
だ
し

無
所
属
　
　
　
　
　
滝
又
町(

71
歳)

坂
本
　
賢
治

さ
か
も
と

け
ん
じ

無
所
属
　
　
鳳
至
町
稲
荷
町(

57
歳)

下
　
善
裕

し
も

よ
し
ひ
ろ

無
所
属
　
　
三
井
町
興
徳
寺(

56
歳)

門
前
　
　
徹

も
ん
ぜ
ん

と
お
る

無
所
属
　
　
　
門
前
町
荒
屋(

37
歳)

古
坂
　
祐
介

ふ
る
さ
か

ゆ
う
す
け

自
由
民
主
党
　
大
野
町
鶴
ヶ
池(

66
歳)

東
野
　
秀
人

ひ
が
し
の

ひ
で
と

自
由
民
主
党
　
三
井
町
小
泉
前
田(

42
歳)

大
井
　
智
道

お
お
い

と
も
み
ち

自
由
民
主
党
　
　
門
前
町
浦
上(

74
歳)

玉
岡
　
了
英

た
ま
お
か

り
ょ
う
え
い

自
由
民
主
党
　
　
　
河
井
町(

68
歳)

椿
原
　
正
洋

つ
ば
き
は
ら

ま
さ
ひ
ろ

自
由
民
主
党
　
　
門
前
町
俊
兼(

58
歳)

西
　
　
恵

に
し

め
ぐ
み

自
由
民
主
党
　
門
前
町
道
下(

72
歳)

森
　
裕
一

も
り

ゆ
う
い
ち

自
由
民
主
党
　
町
野
町
西
時
国(

54
歳)

一
二
三
　
秀
仁

ひ

ふ

み

し
ゅ
う
に
ん

自
由
民
主
党
　
　
　
房
田
町(

52
歳)

森
　
正
樹

も
り

ま
さ
き

（就任日　令和５年４月26日現在）

◎
行
政
視
察

　
　
受
入
実
績
◎

《
１
月
》

・
伊
東
市
議
会(

11
名)


